
に思い寄せ
25日はJR中央東線青柳一岡谷駅間が開業して120周年0

記念日を前に各駅で記念イベントが行われたほか、諏訪市博

物館では記念特別犀も開かれている。諏訪を走る鉄道網の歴

史は、先人たちの努力で切り開かれてきた。「昔は鉄道が運

輸の大部分を担っていて、今と違って何があっても動かさな

ければならなかった。いい、悪いの話じゃなく－てね」○富士見、

岡谷両駅などで駅長を務めた藤森勝己さん（80）＝諏訪市赤羽

棟＝は、感慨深そうに振り返る○　　　　　　（杉本哲也）
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∴諏訪の鉄道開
＿・，＿41、

駅長時代の写真や新聞記事スクラップを

見返しながら思い出を語る藤森勝己さん
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富
士
見
と
岡
谷
で
駅
長
藤
森
勝
己
さ
ん
（
耐
）

藤
森
さ
ん
は
線
路
が
近
く
を
通
る
家

で
生
ま
れ
育
ち
、
幼
少
期
か
ら
迫
力
の

音
と
振
動
を
伝
え
る
蒸
気
機
関
車
に
心

を
奪
わ
れ
た
。
諏
訪
実
業
高
校
卒
業

後
、
上
諏
訪
機
関
区
の
臨
時
職
員
に
。

約
6
0
年
間
に
わ
た
る
鉄
道
人
生
は
か
ま

磨
き
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
後
信
濃

境
駅
で
国
鉄
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ

茅
野
駅
で
の
旅
客
助
役
な
ど
を
経
て

1
9
8
9
年
に
南
小
谷
駅
長
に
就
任
。

9
1
」
9
3
年
に
富
士
見
、
9
6
年
か
ら
2
年

間
は
岡
谷
駅
で
駅
長
を
務
め
、
9
8
年
の

塩
尻
駅
長
を
最
後
に
退
職
し
た
。
た
だ

そ
の
後
も
松
本
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ル
で

テ
ナ
ン
ト
管
理
や
誘
客
、
上
諏
訪
駅
構

内
の
土
産
物
屋
で
店
長
を
務
め
る
な
ど

計
6
0
年
以
上
も
鉄
道
関
連
業
務
に
携
わ

り
、
5
月
ま
で
は
東
日
本
鉄
道
O
B
会

長
野
地
方
本
部
諏
訪
支
部
長
も
務
め
た
。

今
年
2
月
で
8
0
歳
に
な
っ
虎
の
を
機

に
仕
事
を
辞
め
た
こ
と
で
、
改
め
て
「
鉄

道
は
自
分
の
人
生
そ
の
も
の
だ
っ
た
」

と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
諏
訪
地
方

の
両
端
で
駅
長
を
務
め
た
経
験
か
ら
、

地
元
が
線
路
で
結
ば
れ
た
節
目
を
祝
い

た
い
ー
と
の
思
い
は
人
一
倍
だ
。
自
宅

で
思
い
出
の
写
真
や
記
事
を
見
返
す
目

に
は
、
懐
か
し
さ

昔
は
運
輸
の
大
部
分
担
う

節
目
祝
い
義
金
遅
行
の
次
代
轡
っ

酢
悶
錮
摘
欄
紀
綱
鮎
潤
う
A

松
本
車
掌
区
勤
務
時
代
は
貨
物
担
当
と
　
√

し
て
、
塩
尻
駅
を
起
占
だ
東
奔
西
走
し

た。

ーべ

と
と
も
に
激
動
の

時
代
を
支
え
た
鉄

道
員
と
し
て
の
自

負
が
に
じ
む
。

か
つ
て
と
違

い
、
現
代
は
安
全

運
行
最
優
先
で
列

車
の
運
休
は
珍
し

く
な
い
。
気
象
情

や
報
な
ど
か
ら
事
前

鮫
に
計
画
運
休
が
示

増
さ
れ
る
こ
と
も
あ

芦∴
　
■
、
■
■

岡
谷
駅
長
時
代
の
藤
森
勝
己
さ
ん

る
。
藤
森
さ
ん
は

そ
ん
な
時
代
の
流

れ
を
当
然
と
受
け

止
め
る
。
鉄
路
を

支
え
る
後
輩
た
ち

に
エ
ー
ル
と
感
謝

の
思
い
を
込
め
、

「
乗
客
乗
員
の
安

全
を
念
頭
に
、
さ

ら
に
1
0
0
年
、

2
0
0
年
と
鉄
道

の
歴
史
を
つ
な
い

で
い
っ
て
ほ
し

い
」
と
願
っ
て
い

る。


